「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」
申請書　（様式2-1）
１　基本情報
	申請代表校

（中核拠点）
	大学名
	

	
	本部所在地
	〒　　　－

	
	設置者名
	

	
	ふりがな
	

	
	学長名
	

	
	学部名（研究科名）
	


	申 請 す る 分 野
	


	共同申請校

（連携校）

※行が足りない場合は適宜追加
	
	①大学名
	②学長名
	③所在地

	
	
	④事業責任者名
	⑤事業責任者の所属・役職
	

	
	１
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	２
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	３
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	４
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	５
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	６
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	

	
	７
	①
	②
	③

	
	
	④
	⑤
	


【事業責任者】（申請代表校）
	ふりがな
	

	氏名
	

	所属部署名及び職名
	

	勤務地住所
	

	電話番号／FAX番号
	

	メールアドレス
	

	所属部署の共有ｱﾄﾞﾚｽ
	


【事務担当者】（申請代表校）
	ふりがな
	

	氏名
	

	所属部署名及び職名
	

	勤務地住所
	

	電話番号／FAX番号
	

	メールアドレス
	

	所属部署の共有ｱﾄﾞﾚｽ
	


	取組の概要

	○取組の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○取組の全体像（４００字程度）



※取組全体の内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を考慮する必要はありません。）　　【ポンチ絵１】
２　取組の内容【１０ページ以内】
　取組の内容（事業の全体像）を、目標や育成する人材像を踏まえた上で記述してください。その際、公募要領に示された以下（１）～（６）については、必ず具体的な実施内容（計画）を記載してください。記載にあたっては、審査要項の「Ⅱ　審査方針」も参考にしてください。
（１）　本プログラムは産学の教育ネットワークを形成して、情報技術分野における実践教育を推進・普及していくことを目的としているので、形成するネットワークが効果的に機能するよう、代表校（中核拠点）を中心として連携校や産業界等との連携体制が構築されていること。
　　※　連携体制については、ポンチ絵（１枚以内）にして別途添付してください。
（文字数や行数を考慮する必要はありません。）　　　【ポンチ絵２】
（２）　ネットワークを形成する大学及び企業等が緊密な連携体制を構築し、中核拠点・連携校に加え広く他大学（参加校）からの学生も含め、学部３～４年の学生を主な対象として実践教育を行うこと。また、実践教育の実施方法及び手段が当該分野の育成する人材像をふまえた効果的なものとなっていること。また、学部学生に対して効果的な実践教育を行っていくための工夫がなされていること。
（３）　実践教育における題材の提供、教員・指導者の派遣、施設設備の貸与等、実践教育の実施に必要な各種の協力について、連携する大学及び企業等の間で明確なコミットメントを得ているとともに、役割分担や協力内容が明らかにされていること。また、連携する企業については、情報サービス企業のみならず、情報技術を利活用する企業等、幅広い関係企業を含むこと。
（４）　代表校（中核拠点）や連携校を超えた、適切な規模の相当数の学生に対して実践教育を行う実現可能性の高い計画となっていること。また、そのための仕組みを構築していること。
（５）　定量的な複数の明確な指標をもちいて、事業実施期間中の年度ごとに意欲的でかつ実現可能性が高い達成目標（アウトプットとアウトカム）を設定すること。（必要に応じて、定性的な指標の使用も可とする。）
（６）　文部科学省が別途選定する本プログラムの運営拠点が示す事業計画を踏まえた申請となっていること。運営拠点や他分野との協力関係を構築し、本プログラム一体としてネットワーク形成・人材育成を推進する意欲的な内容となっていること。
（７）　形成したネットワークについて、支援期間終了後も発展的かつ継続的な活動を行う計画となっており、そのための具体的な工夫が計画されていること。
３　実施する教育についてのシラバスの案やプログラム・カリキュラムのデザイン・構築についての案、どのように学部教育のカリキュラムの中に組み込んでいく予定なのかなどについて、その具体的な構想（１０ページ以内）
４　実践教育を広く全国に普及させるため、代表校（中核拠点）や連携校の教員はもとより、それ以外の大学の教員も対象とした実践教育に関するファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の推進方策、組織的にＰＢＬ等の実践教育を実施できる教員の養成を図るための構想、ＦＤの実施体制、内容・方法等（２ページ以内）

５　中核拠点（申請代表校）の学内の実施体制（１ページ以内）
今回の事業を実施するための中核拠点（申請代表校）における学内の実施体制を事務体制も含めて記入してください。その際、実施体制図についても記入してください。

６　評価体制（１ページ以内）
達成目標の適切性の判断や達成状況、活動状況を客観的に検証・評価するために、関係大学以外の大学や産業界等の有識者などの第三者からの検証・評価を実施する仕組みや体制を記入してください。
７　取組に関するデータ、資料等（１０ページ以内）
８　補助事業の実施計画（５ページ以内）
補助事業期間中の年度ごとの事業実施計画について、具体的に記入してください。
	平成28年度

	

	平成29年度


	

	平成30年度


	

	平成31年度


	

	平成32年度


	


９　補助事業終了後の継続性（１ページ以内）

補助事業期間終了後の事業の継続計画について、具体的に記入してください。
１０　取組に係る経費【ページ制限無し】
  「大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）取扱要領」を参考に記入してください。
　　補助金申請額（②）は80,000千円を上限として記入してください。
　　なお、間接経費は【物品費】【人件費・謝金】【旅費】【その他】の合計（直接経費の合計）の１０％の範囲内で計上可能です。

（１）平成２８年度の申請経費
	事業規模
	内訳

	
	補助金申請額
	自己負担額

	①　　　　　　　　　　　（千円）
	②　　　　　　　　　　　　（千円）
	③＝①－②　　　　　　　（千円）


【全体】（中核拠点と連携校の合計）
	経費区分
	補助金
申請額
（千円）
	積算
	補助金
申請額
（千円）

	
	
	費目
	品名
	

	物品費
	○○○○
	設備備品費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	消耗品費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	人件費・謝金
	○○○○
	人件費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	謝金
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	旅費
	○○○○
	国内旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	外国旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	その他
	○○○○
	外注費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	印刷製本費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	会議費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	通信運搬費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	光熱水料
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	その他（諸経費）
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	間接経費
	○○○○
	間接経費
	　
	

	合計
	○○○○
	　
	　
	　


　　　　　　　↑　

②と同額
【うちＡ大学】
	経費区分
	補助金
申請額
（千円）
	積算
	補助金
申請額
（千円）

	
	
	費目
	品名
	単価（千円）
	数量
	

	物品費
	○○○○
	設備備品費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	消耗品費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	人件費・謝金
	○○○○
	人件費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	謝金
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	旅費
	○○○○
	国内旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	外国旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	その他
	○○○○
	外注費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	印刷製本費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	会議費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	通信運搬費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	光熱水料
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	その他（諸経費）
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	間接経費
	○○○○
	間接経費
	　
	

	合計
	○○○○
	　
	　
	　
	　
	


【うちＢ大学】
（２）平成２９年度の申請予定経費
	事業規模
	内訳

	
	補助金申請額
	自己負担額

	①　　　　　　　　　　　（千円）
	②　　　　　　　　　　　　（千円）
	③＝①－②　　　　　　　（千円）


【全体】（中核拠点と連携校の合計）
	経費区分
	補助金
申請額
（千円）
	積算
	補助金
申請額
（千円）

	
	
	費目
	品名
	

	物品費
	○○○○
	設備備品費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	消耗品費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	人件費・謝金
	○○○○
	人件費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	謝金
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	旅費
	○○○○
	国内旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	外国旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	その他
	○○○○
	外注費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	印刷製本費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	会議費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	通信運搬費
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	光熱水料
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	その他（諸経費）
	　
	

	
	
	　
	・
	

	
	
	　
	・
	

	間接経費
	○○○○
	間接経費
	　
	

	合計
	○○○○
	　
	　
	　


　　　　　　　↑　

②と同額
【うちＡ大学】

	経費区分
	補助金
申請額
（千円）
	積算
	補助金
申請額
（千円）

	
	
	費目
	品名
	単価（千円）
	数量
	

	物品費
	○○○○
	設備備品費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	消耗品費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	人件費・謝金
	○○○○
	人件費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	謝金
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	旅費
	○○○○
	国内旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	外国旅費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	その他
	○○○○
	外注費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	印刷製本費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	会議費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	通信運搬費
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	光熱水料
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	その他（諸経費）
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	
	
	　
	・
	　
	　
	

	間接経費
	○○○○
	間接経費
	　
	

	合計
	○○○○
	　
	　
	　
	　
	


【うちＢ大学】

（３）事業期間全体に係る事業経費予定（単位：千円）
	年度
	平成２８年度
	平成２９年度
	平成３０年度
	平成３１年度
	平成３２年度
	合計

	事業

規模
	
	
	
	
	
	

	内訳
	補助金申請額
	
	
	
	
	
	

	
	自己
負担額
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1

